
（これまでの話し合いの経過についてもう一度確認をしてみます）
１回目　７月２９日サロン
初めてクリスマス番組について具体的な案が決まりました。
　　　★　『虹』を出す（投影班）
　　　★　去年の登場人物を生かし、シリーズ物にする
　　　★　今回は『まほうつかい』が出る
　　　★　虹を出したいのに失敗してヘンなのばかりだしてしまう、といった、たのしいお話にする
２回目　８月１７日（佐藤た、山下、秋山、山田、小野田）
　　あらすじを考え始めました。
· 「まほうつかいに、いい子と悪い子がいて、その仲裁をプロキオンがする」という案もでたが、「まほうつかいとプロキオン」の方がシンプルでわかりやすいということで、決定
★　ひとりひとりの手をつなごうという気持ちが、世界の平和につながる、ということを伝えたい、それを象徴するものとして『虹』を使う
　★　Love＆Peaceというメッセージをこめる
３回目　８月２４日（佐藤た、山下、秋山、山田）
　　　★　魔法使いの「ともだちがほしい」という願いが、最後にかなう
　　　話し合ったあらすじを山下さんがラボにあげてくれました。
４回目　９月２日サロン（山下、山田あ、高木、與古光、原口、秋山、職員）
　　あらすじについて、意見を出してもらいました。
　　このあと、イメージが湧きやすいように、と秋山があらすじを書き足しました（資料室参照）。その際、まほうつかいの性格について、絵本などを参考にして考え、もう少し意地っ張りさを出してみました。
５回目　９月１０日（山下、高木、與古光、山田あ、原口、秋山、山田、小野田、加藤）
　　登場人物たちのキャラクターを考えながら、話を膨らませる作業をしました。
　【話し合いの結果、修正・追加されたこと】
1 前回のあらすじでは「まほうつかいの願い事は、ともだちがほしい、ということ」だったが、意地っ張りで魔法を自慢しているまほうつかいに、「ともだち」がどんなものか、わからないのでは？
↓（修正）
今回の出会いで、初めて、「ともだち」がどんなものなのかを知る。「たのしい」「うれしい」という気持ちに気づく。
2 前回のあらすじでは「プロキオンがまほうつかいのいたずらに困惑する」だったが、
プロキオンは６歳くらいの設定なので、まほうつかいのいたずらに、同レベルでけんかになってしまうのでは？
　　↓（修正）
　　たしなめるのは、冬の星座たちの役回りで、プロキオンは大喧嘩をしてしまう。
　　まほうつかいに腹を立てるが、一人ぼっちで寂しそうな姿をみると、ほっておけなくなる（とっても素直な性格・・）
　　一緒に呪文をかけさせてもらって、楽しくて、いつのまにかすっかり友だち気分になってしまう（とっても単純な性格・・）　
3 サンタが陰で狂言回しをしているような筋にするとおもしろいのでは？
↓（追加）
冒頭のプロキオンとの会話を、ちょっと意味ありげな言い方にする。
最後に、張っておいた伏線を自分のセリフでしめる（ウインクする？）。このあたりの話の深さは、おとなの人にわかればいいかも。
4 まほうつかいのキャラクターは、プラスワンのあらすじのようにもう少しひねたものにする。
素直にごめんねが言えない。その方が、戦争＝大きいケンカの縮図としての二人のケンカとしてわかりやすいから（今までプロキオンが知っている相手とちょっと違って簡単になかよくなれそうもないが、近づく努力をすることで、心が通い合う姿を描きたい）
5 一番最初の部分で、星座たちを登場させて、関係や雰囲気がわかるようする。
6 『虹』が「心（気持ち）をつなぐ（伝える）物」というイメージを、サンタの話で印象付けておく。
7 満月を強調しておく。
8 まほうつかいがプロキオンに心を開くきっかけになるエピソードとして、まほうつかいがプロキオンのことを「いいやつだな」「なかなかやるな」と思うようなものが欲しい。
↓
まほうつかいの大事にしている杖が流されてしまい、それをプロキオンが頑張って拾ってくる。そのために、杖がまほうつかいにとってとても重要だという伏線を張っておく。
★　次回のサロンで意見を聞いた上で、１０月上旬に第１稿ができるようにする。
　　★　脚本は山下さんが書く。
　　★　１０月中旬（合宿も含め）読み合わせをする。
★　録音は１０月２８，２９日を予定し、参加可能者を確認する。
